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平成１８年度第１回宮崎大学役員会（戦略会議）議事要旨

日 時 平成１８年４月６日（木） １４：４０～１６：２０

場 所 宮崎大学事務局大会議室（事務局棟４階）

委 員 住吉学長、名和理事、碇理事、江藤理事、大谷理事、吉良理事

オブザーバ 水光副学長、谷本副学長、岩切監事、木下監事

列席者 北村経営統括監、川畑企画総務部長、山根財務部長、梶川施設環境部長、関学務部長、金城

学術研究協力部長、羽室企画課長、上原人事課長、南財務課長、大園評価課長 外

議 事

１．宮崎大学における情報化推進基本構想骨子（案）について

水光副学長から ［資料１］により本学の情報管理を総合的、戦略的に、また一元的に管理、

運用するための「情報化推進基本構想骨子（案 」の情報化推進体制・組織の設置等について）

説明があり、審議の結果、今後この原案に沿って情報管理室で具体的な構想案をまとめていく

こととなった。

２．人件費予算残額の執行計画について

財務部長から ［資料２］により総人件費改革の実行計画による常勤職員の人件費５％削減、

の影響に対応するために、運営費交付金のうち効率化係数が適用されない人件費に伴う予算額

及び平成１８年度～２１年度までの執行計画案について説明があり、審議の結果、原案どおり

承認された。

なお、大谷理事から、１９年度以降は各年度の予算残額の状況を見ながら計画を見直してい

く必要があるとの発言があった。

３．隔離圃場の寄附について

名和理事から ［資料３］によりバイエルクロップサイエンス㈱から遺伝子組み換え作物を、

研究開発するための隔離圃場を宮崎大学に寄附したいとの申し出がある旨説明があり、審議の

結果、安全性や文部科学大臣への手続きの有無等を確認したうえで進めて行くことが了承され

た。

４．学長の代行者について

学長から ［資料４］により学長に事故あるとき、又は不測の事態で職務を遂行出来なくな、

った場合に備えて、宮崎大学基本規則第１９条第３項に定める「あらかじめ学長が指名する理

事」に研究・企画担当理事を指名したいとの説明があり、審議の結果、異議なく承認された。

報告事項

１．宮崎大学将来構想（最終答申）に係る具体的な取り組み等の検討について

学長から、宮崎大学将来構想については、各理事にその実現に向かって具体的な対策案につ

いて依頼していたが、５月の定例役員会で検討したいので５月１９日までに提出願いたい旨報

告があった。

２．学部及びセンター等の学長視察と意見交換会について

学長から、学部や各センター等を視察して当該部局の教員等との意見交換会を行いたいとし

て、５月の部局長会に諮りたいとの説明があった。

３．情報公開専門委員会の設置について

学長から、動物実験に関する情報公開の専門委員会を設置し、動物実験に関する情報公開

の在り方を検討してもらう事とした。また、情報公開専門委員会委員には名和理事を委員長と

し、医学部の和田教授、浅田教授、農学部の後藤教授、フロンティア科学実験総合センターの
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越本助教授に依頼したいとの報告があった。

４．その他

(1) 主要委員会等の審議状況報告

・江藤理事から、施設マネージメント委員会の検討状況について報告があった。

・碇理事から、教育委員会関係、学生委員会関係及びアドミッション専門委員会等の検討状

況について報告があった。

また、教育ＧＰの作成にあたる教員に対し何らかのインセンティブを考えて欲しいとの依

頼があった。

・水光副学長から、教員の個人評価における各領域の留意事項と入力要項を作成したので次

回の役員会等に報告する予定であり、また、本学の評価の理念・目標の基本方針を策定中

であるとの報告があった。

・名和理事から、４月から産学連携支援センター及び国際連携センターの業務を開始した旨

報告があった。

次回の役員会について

次回の５月の役員会（戦略会議）は連休にかかるため緊急の議題がない限り開催せず、６月１日

に開催したい、また４月の定例役員会は４月２７日（木）１５時からの開催を予定している旨報告

があった。


